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波成分とからなるシャー プなどー クとして現われる.CDW は試料中固定された位置にある荷電
不純物との相互作用により並進速度に変調を生じさせられる｡CDW 自身が｣定波長の空間変調
を持っているので､この速度の変調は時間的に一定周期で生じる｡これがNBNの正体と考えら



























の時間発展で言試 されるoCDW のAC電場に対する反応からCDW の運動は､質量項 (幾























































































































CDW 電流で観測されるBBNの大きさ (振幅)にはサンプル依存性がある｡ どんなサン
プルでも入力される熱雑音 (白色椎音)のレベルは同じだと考えられるので､CDW のダイナミ
クス自体､.すなわち位相空間が1/′的なゆらぎを造り出す能力がサンプルにより違-ていると考
えるのが自然であろう｡(そもそも何によってBBNが生み出されるかも理嘩されていないので
あるが｡)彼らは､BBNの大きさの小さい､電流のゆらぎの小さいサンプルで先と同じ実験を
行っている｡この場合はNBNの平均周波数が先の例と同じであっても周波数woの分布は整数
比にピー クを持つことはなく､平均値まわりにガウス分布しているoつまり､周波数のゆらぎが
小さいためにどのロッキングトー ラスのBasinにもつかまらないのである｡この場合平均周波
数をさらに2/3ロッキングに近づけて行くと､あるところでシャープにロッキングされ､ゆらぎ
はほとんど凍結する｡このゆらぎの大きさでは､この2/3ロッキングトー ラスのBasinの外に
逃れることが出来ないからである｡
□ 残された問題点
1･入力される白色熱雑音でCDW の多自由度変数が手腔 間をマクロに非常にゆっくりとdim1-
sionするという描像で理解すると考えているのだが､このためには､CDW のダイナミクス自
身にこのような不安定性を内在している必要があると思われる｡この意味で､量子カオスの雑音
で誘発される拡散と似ているように感じられる｡このような不安定性はどのような構造から導か
れるのであろうか?最近行われた宮下一高山による数値計算は､実験事実との対応でいくつかの
問題点を含んではいるが示唆的である｡ [31
2･この系にさらに交流外場を加えた時のモ-ドロッキングで観測されたアトラクター飛び移り
はどのような構造で生じているのだろう｡アトラクターに捕まっている時は系の有効な自由度は
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落ちているが､飛び移る時にはもとの多自由度の力学系であるはずである｡
3.ロッキングしてNBN周波数のゆらぎが凍結しても､スペクトルピー クの振幅は依然として
ゆらいでいる｡何の自由度がゆらいでいるのか9
4.今回は触れなかったがBhattaCharya達は､モードロッキングに関してもう1つの実験を報
告している｡ [4]Josephson接合や半導体で見られるモードロッキングでは､加えている交流
外場の大きさVacを大きくしていくとロッキング領域が広がり､あるしきい値より増すとレゾナ
ンスオーバーラップを生じ､PeriodDoublingルートでカオスになることが報告されている.
結局これは､サークルマップの相構造で説明されてしまう｡ところがCDW 系ではだいぶ話が
違っているらしい.Vacが小さいとロ.ッキングは生じない.Vacを大きくしていくとロッキング域
は広がるが､単調ではなく､ある程度大きくするとむしろ狭くなって行き､結局カオスになるど
ころかロッキングすら生じなくなってしまう(reentrantunlocked)｡これも興味深い事実だ
が､この現象の意味をさらにくわしく理解するには､CDW 系自身のb.っと深い知識が必要とな
るので､興味のある方は原論文を参考していただきたい｡
口 さいごに
アイデアのある実験家のすごみを羨望しつつも､次回の理論家側からの反撃を誓って､この
奇妙な理論家による実験のレビューはいいかげんに終わりにする｡
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